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当室は，重イオン線型加速器，AVFサイクロトロンおよ
びリングサイクロトロンの運転，維持，改善にあたるとと
もに，イオン源，ビーム分配系および加速器周辺の測定装
置の拡充整備を進めている。一方，基礎研究の面では，原
子核物理学の実験的研究や新しい加速器技術の開発研究を
進めている。また，学際的研究の推進を図るため，所内外
の研究グループとの協力研究を行っている。さらに，次期
加速器計画の基礎研究を引き続き行い，加速器の基本設計
を行っている。

1. 加速器の運転，維持，改善および加速器技術の開発
（矢野，加瀬，藤田（二），荻原，長瀬，池上，影山，小原，
中川，池沢，藤巻，米田 ＊1，秋吉 ＊1，木寺 ＊1，込山 ＊1，
Bhattacharjee＊2，菅井＊3，日暮＊4；後藤，奥野，上垣外，
坂本（成）（加速器技術開発室）；沼田（加速器基盤研究部））
昨年度に引き続き，現存の加速器，AVFサイクロトロン

（AVF），重イオン線型加速器（RILAC）とリングサイクロ
トロン（RRC），そしてペレトロンの運転，維持，改善を
行った。RRCは，本年度は大きな故障もなく，総計 4,100

時間多種のビームをユーザーに供給した。
RILACは，2000年に導入された重イオン荷電状態増幅
装置（CSM）が完成し 6MeV/u の重イオン大強度ビーム
の供給を開始した。RILAC-CSMのビームラインも整備さ
れ気体充填型反跳分離装置（GARIS）をはじめ 5つのビー
ムコースが整備された。
また，CSMの完成によりRILAC-CSM-RRCでの新しい
モードでの運転が可能になり，エネルギー 64MeV/u，質
量数 48 のカルシウムイオンを強度 200 パーティクル・ナ
ノ・アンペアまでの加速に成功した。このビーム強度はこ
れまで AVF-RRCで得られていた強度の 30倍にあたり世
界トップクラスのビーム供給が可能になった。このビーム
を RIPSに供給し新しいアイソトープの発見に貢献した。
AVF は，東大大学院理学系研究科附属原子核科学セン
ター（CNS）との共同研究によりいろいろな改良が行われ
た。まず入射系は，2台の ECRが切りかえての運用が可能
になり効率的な運転とイオン源開発が可能になった。AVF

の高周波系にはフラットトップシステムを新たに導入しビー
ム引き出し効率を良くした。
イオン源は，超電導 ECRイオン源の開発が進められテ
ストベンチでの運転によりその性能が確かめられた。また，
マイクロオーブンという固体試料導入法を 18GHz ECRイ
オン源に応用され大強度のカルシウムイオンの生成に成功
した。ロシア・ドゥブナ原子核研究所との共同研究により
ECRイオン源の引き出し系の検討が行われた。制御系は，
EPICSシステムを立ち上げ，古い制御系のリプレースを完
了した。さらにユーザー側のシステム，RILACの制御系へ

も拡張して全体の制御系になりつつある。

2. 加速器の放射線管理システムの開発（矢野，加瀬，藤
田（新），伊藤；上蓑（安全管理室）；福西（加速器技術開
発室））
リニアック棟大照射室の遮蔽強化のためローカル遮蔽の
設計を行い設置した。新たに RILACの放射線管理システ
ムを整備し，新しい入退管理システム，放射線モニターシ
ステム，インターロックシステムを導入した。仁科記念棟
放射線管理システムは，その信頼性をより向上させるため
の保守および改造を行った。また管理区域内での安全性を
高めるため随時点検等を行った。

3. 加速器ビームを使った応用研究（矢野，加瀬，森田，
木寺＊1，秋吉＊1，加治＊4，丑田，益田＊2，木村＊5；森本
（RIビーム科学研）；福西（加速器技術開発室））

RILACの大強度重イオンビームを用い超重元素探索の実
験が開始された。実験装置 GARISを用い 5MeV/u付近の
アルゴンビームで装置のテストや基礎的データとりを行っ
た。来年度新しい超重元素の合成の本格実験を始める予定
である。RILACのイオン源に古代の遺跡試料を入れ加速器
質量分析（AMS）の研究を行った。また，RILACのビーム
を用い重イオントラックのプラズマ形成の直接観測の実験
を行った。RRCでは，昨年度に引き続き，種々の高エネル
ギー重イオンを用いて動植物の突然変異種の研究等を行っ
た。宇宙開発事業団（NASDA）との共同研究により人工衛
星用半導体チップの開発および半導体検出器の試験研究な
どを行った。
加速器と直接関連はないが，超分子および生体高分子の
ナノ構造ダイナミクスの研究を行った。

＊1研究協力員，＊2基礎科学特別研究員，＊3共同研究員，＊4

ジュニア・リサーチ・アソシエイト（立大大学院），＊5 研
究嘱託
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